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　連連連連連載載載載載企企企企企画画画画画　　　　　私私私私私ののののの職職職職職場場場場場ののののの 「「「「「協協協協協同同同同同労労労労労働働働働働」」」」」

「「「「「おおおおお互互互互互いいいいいさささささんんんんん」」」」」と言える関係をと言える関係をと言える関係をと言える関係をと言える関係を
～センター事業団　京都事業所の実践から～

　　　　　　　　　　               　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢吹美樹（センター事業団）

　今年４月１日、 京都内でははじめての病院清掃

現場 「京都第２中央病院」 の清掃業務が始まっ

た。 人手の足りない清掃業務に、 同じ事業所の

京都生協食堂現場の組合員と地域福祉の現場

「ほんわか」 のヘルパーが応援に入った。 ５月に

は 、「ほんわか」 サロンの利用者が縫ってくれた

数十枚もの雑巾が清掃現場に届けられた。 川口

事業所から異動してきた事務局員の千原崇史さ

んからは、 「協同労働」 を実感するという日報が

たびたび届いていた。 京都での 「協同労働」 の

実際の姿を知りたいと京都事業所に出かけた。

　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（矢吹）

撤退、撤退、撤退、撤退、撤退、そして、そして、そして、そして、そして、仕事おこしの中から仕事おこしの中から仕事おこしの中から仕事おこしの中から仕事おこしの中から

　京都事業所は、京都生協職員食堂の現場、

地域福祉事業にとりくむ「きょうとケアワー

カーほんわか」、そして今回新しく仕事の始

まった京都第２中央病院現場の３つで成り

立っている。

　それぞれの現場に、貴重なそれぞれの歴史

がある。

　1993年、京都生協の共同購入商品の配送業

務（ネットワークレディ）の委託を受けて京

都事業所は始まった。トラックを運転して生

協組合員に商品を届け、組合員と直接結びつ

く重要な仕事で、「生活感覚」を生かしてと

いう期待から委託された。地元の主婦を中心

に約80名のネットワークレディーが４つの

支所で働いていた。

　生活感覚を生かした生協組合員とのコミュ

ニケーションや新班づくり、組合員拡大な

ど、労協のネットワークレディの仕事ぶりや

意欲の高さには、生協や生協組合員からも大

きな信頼が寄せられていた。

　だが、1995年、そのネットワークレディー

の仕事から撤退せざるをえなくなった。

　組合員の働く場を自分たち自身で創り出そ

うと、京都事業所の仕事おこしの模索がその

年の4月から始まっていた。

　事業所の中で、どんな仕事をおこしていく

のか話し合う日々が続いた。配食、ヘルパー、

洗車、ハウスクリーニング…。それぞれに担

当を決めて準備をし、事業所の再生計画をつ

くって取り組んだ。

　しかし、思うようにはすすまない。事業と

してはなかなか成り立たない。生活の糧を得

なければならない現実と仕事おこしへの確信

が持てない日々。事業所全体が何度も何度も

揺れ動いていた。

　1995年12月、契約が終了すると、ネット

ワークレディの仕事を続けていく人は生協嘱

託として生協に移行、登録組合員は激減し

た。

協同のひろば



39

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 協同の發見 2001.7 No.109

　労協のネットワークレディとして働いてい

た中村恵子さん（現京都事業所副所長）は当

時をふりかえって言う。「あんな思いはもう

いやや。センター事業団に何人残るのか、生

協嘱託に誰がなるのかと、それまで仲良うし

てたのに敵・味方みたいにわれてく。人間関

係がぐちゃぐちゃになって…。でも、労協は

好きやけど、生活があるから生協嘱託として

残る道を選ばざるを得なかった人もたくさん

いるんや」。

　その苦闘を乗り越えて生まれたのが、「京

都生協食堂現場」と「きょうとケアワーカー

ほんわか」だった。

　生協と交渉を重ねて、1996年4月から新た

に食堂業務が委託されることが決定。同時

に、センター事業団としてははじめて３級ヘ

ルパー講座を開講し、その修了生が「ほんわ

か」を誕生させた。その修了生の中に、今、

「ほんわか」でケアワーカーとして働く内藤

明子さんや大西玖美子さんがいた。

わたしら京都事業所の責任やわたしら京都事業所の責任やわたしら京都事業所の責任やわたしら京都事業所の責任やわたしら京都事業所の責任や

　今年２月、京都第２中央病院の清掃業務委

託が決定した。が、人の募集は思うようにす

すまない。そんな時、この「きょうとケアワー

カーほんわか」と食堂現場の組合員から清掃

の応援に入ろうと言う声が出されたのだっ

た。

　関西事業本部の折居事務局長は「立ち上げ

の人が足りなくなりそうだという話を聞い

て、自発的に清掃改革会議にきてくれたんで

す。自分たちの方から『新清掃ってどんなん

や？私たちも覚えたい』って言ってくれはっ

て。そのあと新人研修にも来てくれはったん

です」という。

　「人が足りないって聞いて。でも仕事はや

りきらなね。誰の責任って言われたら、それ

は『わたしら京都事業所の責任』やし。各現

場の組合員たちとも応援を出そうと話し合っ

てきたんです」と内藤さん、中村副所長、食

堂現場責任者の森川結美さんは声をそろえ

る。

　食堂とほんわかの組合員５人が交代で、6

月15日まで毎日応援に入った。京都第２中

央病院から２～３分の所にある「あすかい診

療所」の清掃は応援部隊だけでやりあげた。

朝７時３０分には診療所の清掃に入り、２時

間ほどの仕事が終ると、食堂やケアの現場に

もどる。それまでは各現場の組合員が協力し

て、空いた穴をフォローした。

雑巾の贈物雑巾の贈物雑巾の贈物雑巾の贈物雑巾の贈物

　５月初旬、京都第２中央病院現場にたくさ

んの贈物が届いた。毎週「ほんわか」でひら

いているサロンの利用者がおしゃべりしなが

ら、縫ってくれた雑巾が数十枚。タオルも利

用者が持ち寄ってくれた。

　「あれはホンマに助かったね。」（吉谷幸子

京
都
第
２
中
央
病
院
の
現
場
で
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さん）と第２中央病院の組合員も感謝してい

る。

　これも、中村さんや内藤さんの利用者への

声かけで始まった。

　「みなさんいつもここで食事とかおよばれ

してると思てはるから、頼んだ時はすごく喜

んでくれはって。『役に立つ』『頼まれる』こ

とがすごくうれしいみたい。私らも助かる

し、それをやりがいに思ってくれはるのはい

いなと。私とかの姿が見えないと『まだ応援

入ってんのか？』って聞かはったり。そんな

ふうに自然に思てくれてはるから、『またな

くなりそうやったら、言ってや』と言う人も

いるし、家に宿題で持って帰って縫ってくれ

た人もいるんです」と内藤さん。

　応援に入ったり、道具を調達するだけでは

ない。

　「立ち上げでいくら千原さんが責任者とし

て来たからって、全部のことを一人でやれる

わけはない」（中村さん）と募集のチラシづ

くりや道具・制服の準備、シフト組みなどに

も、ほんわかや食堂の人が「ワアワア口も手

も出し」（内藤さん）てきた。

　こんな様子に、川口事業所から赴任してき

た事務局の千原さんは面食らった。

　「でも、助かりました。立ち上げに向かっ

て、時間給もつかないのに職種が違う現場の

人たちが『ああしよう、こうしよう』って話

し合いをするのは、僕は今まで見たことも聞

いたこともないんです。カルチャーショック

でした。『協同労働』とは言うけれど、どう

しても一部の人がしきる形になって、組合員

が自発的にこうしようとはなかなかならな

い。自分が今までやってきた現場の運営とか

しくみとかを、改めて考えさせられました。

これが本来の『協同労働の協同組合』の具体

的な姿なんじゃないでしょうか」。

カンパで時給をカンパで時給をカンパで時給をカンパで時給をカンパで時給を

　こんなことも、京都の組合員たちはごく自

然に「お互いさんやからな」と言う。

　この「お互いさん」と自然に言える関係は、

どうやって育まれてきたものなのだろうか？

　中村さん、森川さん、内藤さんたちにふり

かえってもらった。

　「ネットワークレディの仕事ができなく

なったときに、どんな仕事おこしをするか話

し合いをしたやんか。いろいろ出し合って、

その時もみんなでチラシまいたりな。私はそ

ういうことがあったから、職種にこだわらず

労協の働き方で仕事ができることがどんなに

うれしいことかと思ってる。だから、清掃の

立ち上げも一緒にしていかなあかんなと。仕

事がなかったころ、私は事務所で３級ヘル

パー講座の準備をやってたけど、当然収入が

ないから無給だった。でも、『それではあん

まりや』って、みんながカンパを集めて私の

時給を出してくれたりな。私もみんなに支え

られていたんです」と森川さんはふりかえ

る。

ほんわかは食堂に支えられてるほんわかは食堂に支えられてるほんわかは食堂に支えられてるほんわかは食堂に支えられてるほんわかは食堂に支えられてる

　中村は、食堂が立ち上がった頃のことを話

してくれた。

　「食堂が立ち上がったころ、ちょうど「ほ

んわか」をスタートさせたときだった。食堂

も人手がなくて混乱していたから、まだケア

が入ってこない状態だった「ほんわか」の人

にも食堂の応援に入ってもらってた。生協嘱

託になったネットワークレディの人たちに

も、手伝いに来てもらったりしてたな。私は、

協同＝困った時にはあちこちから仲間が助け

合ってやっていくというのを大事にしたかっ
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たんや」（中村さん）

　しかし、そうなるまでに、何度もぶつかり、

議論をしたようだ。

　「内藤さんに食堂に応援にって言ったら、

『そんな仕事をやるために来たんと違う』っ

て言わはんねん。でも、『京都事業所の組合

員として考えてほしいんや』って、泣かすほ

ど議論したな」と中村さんは言う。

　内藤さんは「やろうと思ってきた仕事でな

いことに違和感はあったけど、食堂の仕事が

嫌だったんじゃないんです。仕事おこしとい

うのは何もないところから何かを生みだして

いくこと。だから委託の仕事と違って、事務

所で電話をしたり書類をつくったり地域をま

わったりとかのすぐ目に見える成果を生まな

い仕事も、仕事おこしの立ち上げの時期には

やらなあかんということをどうしても分かっ

てほしかったんです」と当時をふりかえる。

「でも、食堂がお金を安定的に生み出してく

れているからこそ、ほんわかはずっと支えら

れているとも思ってる。だから、食堂や清掃

に応援にいくだけでなく、できることで支え

合っていくのは当たり前やとも思っている」。

　逆に、「ほんわか」のケアワーカーがそう

思ってくれているということも、他の現場の

人にも分かってほしいし、人が支えあってい

くということが当たり前という関係をつくっ

ていきたいと中村さんは言う。

現場で労協をつくること現場で労協をつくること現場で労協をつくること現場で労協をつくること現場で労協をつくること

　一方、こんなこともあった。

　一年ほど前、森川さんが食堂の現場責任者

になって間もないころのこと。食堂の人が

いっぺんに何人も辞めてしまって、森川さん

が中村さんにＳＯＳしてきたことがあった。

　しかし、中村さんは「食堂のみんなはどう

思ってるの」と、その要請を押し戻した。

　「現場責任者になったばかりのことで、何

とかしてって組合員からつめよられて。自分

もちゃんとできてないなという気持ちもあっ

たし、責任者としてはみんながつぶれたらか

なわんなと思っていた」と森川さん。きーっ

となって、森川さんと中村さんは何度も激し

いやりとりをくりかえした。

　「それでも」と内藤さんは続ける。

　「本当は人が足りひんのは、森川ちゃん一

人の責任と違うよね。突っ返したのは、現場

で考えなあかんことがあるから。まず、どう

したらいいかみんなで話し合ってほしかった

んです。『ほんわかに応援を頼もう』という

ことになればいつでも応援に行く。でも、

困った時、「ほんわか」と「食堂」が助け合

う関係にならなければ、頼める人だけに個人

的に頼むことになってしまう。そうなった

ら、あたかもうまく回っているかのように見

えても、現場はどんどん弱くなっていくと思

うんです」。

　それを聞いていた森川さんも言う。

　「確かに昨年と比べたらだいぶ変わってき

ました。『誰かが解決してくれる。それを考

えるのは責任者だ』という雰囲気から、自分

たちがやれるところからやろうといって、役

割分担もしています」。

京都第２中央病院控室
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　単なる人の穴埋めの応援ではない。そのこ

とを通じて、「自分の頭で考え、話し合って

決めていける」組合員・現場になること。そ

のことにこだわって、理解をし合うために時

には激しくぶつかり合う。

　こんな歴史の積み重ねが「お互いさん」の

関係を築いてきた基礎にある。

　自分の頭で考え、話し合って決めていくこ

と、そして助け合うこと、それが「現場で労

協をつくる」こと。それが、事業所の日常の

中に貫かれている。気負うことなく、当たり

前のように、淡々と。

なぜほんわかで働こうと思ったのかをなぜほんわかで働こうと思ったのかをなぜほんわかで働こうと思ったのかをなぜほんわかで働こうと思ったのかをなぜほんわかで働こうと思ったのかを

　それは、こんなところにも表れている。

　ほんわかでは、壁にぶつかったり行き詰

まったりする度に「なぜほんわかで働こうと

思ったのか」「なぜヘルパーをめざしたのか」

「自分は何をやりたいのか」などを一人一人

にレポートしてもらう。初心にたちかえっ

て、次にやることを考えあうためにだ。また、

機会あるごとに仕事がなくなったところから

の歴史を伝え合う。

　その思いを中村さん、内藤さんはこう語

る。

　「京都は０から仕事をおこしてきた。今は

今の苦労があるけど、そういう苦労や歴史が

あるから、今があるんやということをみんな

に分かってほしい。その上で、前にすすむた

めに自分が何をしたいのか、何がやれるのか

書いもらう。そうやっていいものを出し合っ

て、やれることはみんなでやっていかなあか

ん。それと、立ち上げから経営的に食堂や全

国が支えてくれたという思いがあるから、う

まくいきはじめたからといって、労協に対し

てぬけがけしてやろうとは絶対思わないし、

今までの分を返していかなあかんと思う。だ

から、『耳にタコできる』と言われながらも

言い続けるんや」。（中村さん）

　「ほんわかは、これからもずっと仕事おこ

しです。これは終る時がない。ケアの仕事は

電話１本でなくなる仕事、あって当たり前で

はない。だから、仕事は常に確保していたい。

それと、いつでも辞めてしまえるような保障

のない仕事で、１人現場やから、すごくもろ

いんです。そういう意味で、一人一人が、こ

こで働いてる意味とか労協のケアワーカーで

ありたいという気持ちを持ってくれてないと

こわれてしまう。難しい言葉でなくても、こ

こで一緒に仕事できていいなって思えるよう

な支えあえる仲間がいることが大切なんで

す」。（内藤さん）

自立したケアワーカーになるためには自立したケアワーカーになるためには自立したケアワーカーになるためには自立したケアワーカーになるためには自立したケアワーカーになるためには

　内藤さんはこうも言う。

　「ケアワーカーの仕事は、一人で家庭に

入って、どうしたらその家族を支えられるか

を、その場その場で自分で考えなければいけ

ない仕事やと思います。介護保険のしくみの

上では、ケアマネやコーディネーターが立て

た計画のもと、その指示で仕事をするんです

が、介護保険のしくみも理解できて、全体を

把握して意見を持てるケアワーカー、自立し

ているケアワーカーが必要なんです。言われ

た仕事だけをこなすんじゃなく、自分で仕事

が組みたてられるケアワーカー、状況が変わ

れば『これが必要なんじゃないか』と自分が

コーディネータ－になれるケアワーカーが。

そのためには、自分の『働き方』が自立して

ないとあかんと思うんです。一人一人が「ほ

んわか」の看板背負って仕事してるという自

覚を持って働くこと、この仕事がなくなった
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らこうなるんやということも考えつつ、経営

者でもあってケアするケアワーカー、考える

ケアワーカーでなければと。高い技術を持っ

ているだけでなく、『働き方』が自立したも

のでないとこの仕事はなりたたへん。『自分

の頭で考えて、自分の意見が持て、それが集

団的にも話し合える働き方』でないと」。

　これはケアワーカーの働き方だけに限らな

い。「清掃でも、一人で管理清掃の現場に行っ

て床の状態を見て、その日の仕事を自分で判

断できる判断力と技術を持った組合員になる

ことが必要。それは『自立した働き方』と『話

し合いができる運営』がなければ実現できな

い」（折居事務局長）だろう。食堂の現場で

も同様だ。

できる人に助けてもらうこともできる人に助けてもらうこともできる人に助けてもらうこともできる人に助けてもらうこともできる人に助けてもらうことも

　ところで、取材の中でとても聞いてみたく

なったことがあった。

　激しくぶつかり合った話がたびたび出てく

るし、どなり合いやケンカになることもしば

しばのようだ。そんな時は、「ほんわか」は

住宅地の中にある民家なので、ご近所の方が

心配しないように家中の窓を閉めるほどだと

言う。

　「話し合うこと」は簡単なようで、実はな

かなか大変なこと。それほど激しくやりあっ

ても、お互いの話はちゃんと聞くし、それで

信頼関係が壊れている様子も見えない。なぜ

そうならないのだろうと聞いてみた。

　「会議をしても、たいてい私と内藤さんか

ら正反対の２通りの意見が出る。それで意見

をたたかわせるけど、みんなは結構それを冷

静に聞いていて、自分たちなりの判断をしは

る。だから、２つの意見があるのはみんなに

とってもいいことなのかもしれへんな。もの

すごいやりあいをした後、気になって眠れな

いこともあるけど、やりっぱなしではいかん

やん。次の日『昨日は中途半端に終ったけど、

それであなたはどう思ったの』と聞き直すこ

ともある。そういうふうにして私は関係をつ

くっていきたい。仕事だけの関係じゃなく、

とことん付き合っていきたいと思うから」。

（中村さん）

　「向かってる方向が同じやったら、ぶつ

かってもいいんと違うかな。人間って、自分

の得意なところと不得意なところをお互いに

補い合ってるはずやと思う。いろんな人を相

手にするから、どんなケースでも完璧にこな

せるケアワーカーなんていないし、それでい

いと思う。成長しなくても良いということで

はなくて。ケアワーカーだって、いつもいつ

もいい顔ばっかりできへん。利用者さんに腹

を立てて事務所にきて、『うっとうしいわ～、

あのおばあさん』ってせんど言うて、気持ち

を切り替えることができるんです。そうやっ

てワガママな人にも、また向き合っていけ

る。そういう話し相手に、中村さんはもって

こいなんです。『腹立つわ―』って怒る人に、

『せやせや！！ホンマや！』って、その人以

上に怒ってくれはるから。ケアワーカーだっ

て自分の中で消化できない気持ちってあると

思う。頭ばっかりで「そんなこと言うたらあ

京都ケアワーカーほんわか
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かん。受けとめてあげるのがヘルパーよ」と

か言うのは違うと。例えばそんなふうに、お

互いの得手・不得手を補い合って受けとめ

合ったらいいんとちがうかな」。（内藤さん）

　「１人でやらなあかんと思うから、しんど

いもんな。私もほんわかに愚痴や弱音を吐き

にくる。１人じゃないと思えるから、がんば

れるんやもんな」。（森川さん）

　内藤さんは最後にこうつぶやいた。

　「自分ができるようになることだけじゃな

くて、できる人に助けてもらえるようになる

ことも『自立』やと思う。そういうのが当た

り前の組織になるといいですね」。

　「お互いさん」の関係を育んできた秘密は

これなのではないか。そう思えた。

　「自立があってこそ協同が成り立つ」とは

良く言われる。しかし、京都の組合員たちの

話を聞いていると「協同してこそ自立してい

ける」ということもまた、事実だと感じる。

　「自立と協同」。それを地道に追求する京都

事業所の連綿とした営み、その中に「協同労

働」の姿を見る思いだった。

ケアワーカーほんわかで、毎週1回
開いているランチクラブに来られた
地域の方々と。

ほんわかを訪ねるのは、４回目。その度に、
ホッとして、懐かしい気持ちになる。自分をそのま
ま受け入れてもらえる「家庭」のようなところ。そ
んな空気がほんわかには流れている。今回の取材
でも元気をもらって帰ってきた。京都の組合員の

皆さん、ありがとうございました。（矢）


